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日本患者･家族団体協議会
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購読料１部300円(年間1,500円送料込)

Ｊ
Ｐ
Ｃ
第
７
回
総
会
開
く

　

第
七
回
総
会
は
六
月
七
日
、
東
京
の

「
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
」
で
、
全
国
か
ら

上
京
し
た
評
議
員
の
出
席
で
午
後
一
時

よ
り
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
納
正
雄
常
任
幹
事
の
司
会
で
始
め

ら
れ
た
総
会
は
、
総
会
運
営
委
員
長
の

辻
川
寿
之
常
任
幹
事
が
総
会
評
議
員
定

数
八
十
九
人
、
出
席
者
六
十
四
人
、
委

任
状
参
加
二
十
三
人
で
総
会
が
成
立
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
議
長
団

に
小
林
義
雄
（
日
患
同
盟
）
氏
と
米
山

嘩
（
大
阪
難
病
連
）
氏
を
選
出
、
議
事

録
署
名
人
二
名
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
長
宏
代
表
幹
事
が
「
医
療

法
の
改
正
を
は
じ
め
社
会
の
動
き
は
民

主
主
義
の
破
壊
に
繋
か
っ
て
い
ま
す
。

民
主
主
義
を
守
る
こ
と
は
医
療
・
福
祉

を
守
る
こ
と
で
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

前
年
度
の
活
動
報
告
は
小
林
事
務
局

長
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
「
全
国
患

者
・
家
族
集
会
」
、
霞
が
関
行
進
、
各

省
交
渉
、
「
個
人
参
加
団
体
交
流
会
」

を
行
っ
た
な
ど
の
成
果
が
あ
り
、
組
織

面
で
は
団
体
増
減
は
な
い
も
の
の
約
二

十
万
人
の
組
織
に
な
っ
た
こ
と
、
請
願

活
動
で
は
過
去
最
高
の
約
五
十
万
の
署

名
を
国
会
に
提
出
し
た
こ
と
、
こ
の
よ

う
な
活
動
の
中
で
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
存
在
も
少

し
ず
つ
社
会
に
認
知
さ
れ
て
き
た
が
、

今
後
の
課
題
と
し
て
人
的
・
財
政
的
強

化
が
必
要
だ
と
総
括
し
ま
し
た
。

　

会
計
報
告
の
後
に
、
伊
藤
た
て
お
代

表
幹
事
が
活
動
方
針
案
と
し
て
、
国
民

不
在
の
医
療
・
福
祉
策
が
進
め
ら
れ
る

中
で
、
総
合
的
な
医
療
・
福
祉
の
法
制

化
を
進
め
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
行
動
力
強
化
を

目
指
し
つ
つ
、
別
掲
の
重
点
課
題
を
中

心
と
し
た
方
針
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
て
各
評
議
員
か
ら
の
活

発
な
質
疑
応
答
の
後
、
議
案
は
決
算
・

予
算
と
と
も
に
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
役
員
選
出
委
員
会

の
伊
藤
文
博
委
員
長
よ
り
新
年
度
役
員

候
補
者
が
提
案
さ
れ
、
全
員
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
た
だ
ち
に
新
年
度
役
員
に
よ

る
幹
事
会
が
開
か
れ
、
常
任
幹
事
が
互

選
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
山
岡
章
子
幹
事
（
高
知
県

難
病
連
）
よ
り
「
総
会
宣
言
」
が
提
案

さ
れ
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
感
謝
状
の
贈
呈
が

あ
り
、
感
動
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
小

関
修
常
任
幹
事
よ
り
決
意
新
た
に
力
強

い
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
締

め
く
く
り
の
報
告
が
あ
り
総
会
は
閉
会

し
ま
し
た
。
（
関
連
記
事
二
～
四
面
）
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1991年度決算報告

自：1991. 4 . 1　至:1992. 3 .31

‥2

自：1991. 4 . 1　至:1992. 3 .31　　　　　（単位：円）

収

入

の

部

項　　　　目 予算額 決算額 予算比 備　　　　　考

分　　　担　　　金

協　力　会　費

機関誌購読料

募　　　　　　　金

寄　　　付　　金

雑　　収　　　入

　3,200､000

　5,100,000

　　　975,000

　4,000,000

10,770,000

　　　100,000

3,321,600

1,179,000

　　704,450

3,445,729

8,695,821

　　175,658

103.8

　23.1

　72.3

　86.1

　80.7

175.7

内訳別紙

393口

有料購読分

国会請願募金

物品販売還元、一般寄付

利息、集会収支など

小　　　　　　計 24,145,000 17,522,255 72.6

前　期　繰　越 2,074,576 2,074,576 100.0

合　　　　　　計 26,219,576 19,596,831 74.7

支

出

の

部

会　　議　　　費

機関誌発行費

印　　　刷　　　昔

旅費行動費

事　　業　　　費

資料研修費

通　　　信　　　昔

人　　　件　　　費

事　務　所　費

備品消耗品質

協力会費還元支出

寄付金還元支出

事務所設置積立金

鍬　　　　　　　費

2,600,000

l,220,0(〕0

1，800,000

　　400,000

3,120,0C〕0

　　280,000

　　880,000

4,450,634

　　930,000

　　320,000

1,530,000

5,345,000

1,000,000

　　143,942

2,288,635

1,200,244

1,467,515

　　278,019

1,286,065

　　　　8,700

　　881,983

4,357,691

1,053,892

　　601,041

　　366,702

5,178,663

　　500,000

　　　78,334

88,0

98.4

81.5

69.5

41.2

　3.1

100.2

　97.9

113.3

187.8

　24.0

　96.9

　50.0

　54.4

総会、幹事会、常任幹事会他

30～34号印刷代、送料佳

署名用紙、チラシ、資料など

講師派遣、各種行動

研修会、研修派遣費など

書籍購入など

切手代、電話代、振込手数料

事務局員給与、保険料他

事務所家賃、共益費他

什器備品類、リース代など

取扱団体還元分

取扱団体還元分

91年度分積み立て

慶弔費他

小　　　　　　　計

予　　　備　　　費

24,019,576

　2,200,000

19,547,484

　　　　　　　　0

81.4

　０．０

合　　　　　　計 26,219,576 19,547,484 74.6

　

会
計
監
査
報
告
書

　

一
九
九
一
年
度
「
日
本
患
者
・
家
族
団

体
協
議
会
」
の
決
算
に
つ
い
て
、
会
計
帳

簿
類
、
証
ひ
ょ
う
類
、
現
金
、
預
金
な
ど

の
Ｉ
切
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
、
す
べ

て
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め

報
告
し
ま
す
。

　

一
九
九
二
年
五
月
二
十
九
日

　
　

会
計
監
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
志
本
正
夫

　

⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾

　

郁
子

　

⑩

　　　

1992年度予算

自：1992. 4 . 1　至:1993. 3 .31自：1992. 4 . 1　至:1993. 3 .31　　　　　　　　　　（単位：円）

収

入

の

部

項　　　　　目 91年度決算 92年度予算 構成比 備　　　　　　　　　考

分　　担　　　金

協　力　会　費

機関誌購読料

募　　　　　　　金

寄　　　付　　　金

穀　　収　　　入

3,321,600

1,179,000

　　704,450

3,445,729

8,695,821

　　175,658

　3,600,000

　3,000,000

　　　900,000

　4,000,000

10,870,000

　　　100,653

16.0

13.3

　4.0

17.8

48.3

　0.5

前年度決算額の１％以上

１千日

有料購読分

国会請願募金

物品販売還元、一般寄付

利息、集会収支など

小　　　　　　　計 17,522,255 22,470,653 99.8

前　期　繰　越 2,074,576 49,347 ２．４

合　　　　　　計 19,596,831 22,520,000 100.0

支

出

の

部

会　　議　　　費

機関誌発行費

印　　　刷　　　費

旅賢行動費

事　　業　　　費

資料研修費

通　　　Ｕ　　　費

入　　　件　　　費

小　務　所　費

備品消耗品費

協力会費還元支出

寄付金還元支出

事務所設置積立金

頴　　　　　　　費

2,288,635

1,200,244

1,467,515

　　278,019

1,286,065

　　　　8,700

　　881,983

4,357,691

1,053,892

　　601,041

　　366,702

5,178,663

　　500,000

　　　78,334

2､400,000

　　950,000

2,100,000

　　300,000

　　500,000

　　500,000

　　920,000

5,060,000

1,000,000

　　650,000

　　900,000

5,390,000

　　500,000

　　150,000

10.7

　４．２

　９．３

　１．３

　２．２

　２．２

　４．１

22.5

　４．４

　２．９

　４,０

24.0

　２．２

　０．７

総会、幹事会、常任幹事会他

35～38号印刷代、送料他

署名用紙、チラシ、資料など

出張旅費、各種行動

研修会、研修派遣費など

書籍購入など

切手代、電話代、振込手数料

事務局員給与、保険料他

事務所家賃、共益費他

什器備品類．リース代など

協力会費還元分

取扱団体還元分

慶弔費他

小　　　　　　　ｉ

予　　　備　　　″
十
ｙ
19,547,484

　　　　　　　　0

21,320,000

　1,200,000

94.7

　5.3
八
t I　　　　　　　ｌ ［ 19,547,484 22,520,000 100.0

1992-ア
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一
、
社
会
に
訴
え
政
治
に
患
者
の

　
　

声
を
届
け
る
活
動
の
重
視

①

　

請
願
署
名
・
募
金
運
動
の
強
化

②

　

宣
伝
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

⑤

　

関
係
省
庁
へ
陳
情
活
動
強
化

④

　

各
党
に
対
す
る
働
き
か
け
強
化1

　

-1’

　　　　

、･

　　　　

r777‾‾コ
レ:ｊト･1

　　　

1バｊ’ぺ｀r4;こh!;?!77

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

£

　　

報告する伊藤代表幹事

⑥⑤

マ
ス
コ
ミ
対
策
強
化

関
係
団
体
と
の
交
流
・
連
携

二
、
政
策
立
案
の
体
制
づ
く
り
を
重
視

①

　

福
祉
八
法
の
実
施
状
況
・
予
算
措
置

　
　

状
況
の
調
査

②

　

患
者
運
動
研
究
所
設
立
を
視
野
に
収

　
　

め
て
学
者
、
研
究
者
と
協
力
関
係
の

　
　

確
立

⑤

　

関
係
団
体
と
研
究
活
動
で
の
連
携

④

　

政
策
研
究
活
動
の
場
を
作
る

⑤

　

政
策
提
言
を
行
う

　

三
、
交
流
・
学
習
活
動
の
重
視

①

　

「
地
域
難
病
連
交
流
会
」
開
催

②③④⑤①②⑤④⑤①②⑤④⑤

『
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
仲
間
』
の
充
実

「
事
務
局
ニ
ュ
ー
ス
」
の
定
期
発
行

学
習
会
、
研
究
会
の
随
時
開
催

解
説
書
の
発
行

四
、
組
織
活
動
の
重
視

常
任
幹
事
会
の
指
導
力
の
強
化

幹
事
間
の
連
帯
の
強
化

役
員
専
従
化
の
努
力

事
務
局
体
制
の
強
化

地
域
組
織
づ
く
り
の
強
化

五
、
財
政
基
盤
強
化
の
重
視

　

分
担
金
の
増
額
の
お
願
い

　

助
成
金
制
度
の
積
極
的
活
動

　

協
力
会
員
の
拡
大
強
化

　

物
品
販
売
活
動
の
全
国
展
開

　

請
願
署
名
の
募
金
活
動
の
重
視

９９２年度役員

役　名 氏　　　名 所属団体

代表幹事
長　　　宏

伊藤たてお

日本患者同盟

北海道難病巡

事務局艮 小林　孟史 全　　腎　　協

幹　　事

　　菅原　道子

　　山崎　洋一

　　海和　博司

※伊藤　文博

　須藤　武信

　黒埼　本一

※久保田耕司

　安藤　晴美

　山内　政三

　葛城　貞三

※加納　正雄

※濤　　米三

　朝見　宏利

　神田　菊三

　森田　良恒

　杉原　　仁

　山岡　章子

　篠崎　雅吉

　原田　恒夫

　大中　幸雄

　高橋　豊栄

　高帛　譲二

※辻川　寿=之

※落合　希子

※小関　　修

　大泉　　廣

　山田　義信

　河野　　都

　安部　隆夫

※古川　圭助

　青山　静可

北海道難病巡

秋田県難病巡

山形県難病連

福島県難病遮

茨城県難病巡

群馬県難病連

長野県難病連

岐阜県難病連

静岡県難病連

滋賀県難病連

京都難病連

大阪難病連

兵庫県難病連

奈良県難病連

和歌山県難病連

岡山県難病連

高知県難病連

愛媛県難病連

宮崎県難病連

鹿児島県郵病連

ス　　仝　　協

日　　肝　　協

会　　交　　災

全国心臓病

会　　腎　　協

会　　低　　肺

会　　患　　協

パーキンソン

オストミー協会

日本患者同盟

日　　喘　　巡

会計監査
瀬志本正夫

松尾　郁子

長野県難病連

ス　　全　　協

※はmH-.'fや!μ

＠

幹代
事表

あ

い

さ
つ長

宏

　

今
、
民
主
主
義
が
危
機
の
状
態
に
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
中

で
第
７
回
総
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

国
会
で
は
「
医
療
法
」
改
正
案
が
審
議
さ

れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
新
聞
の
社
説
等
で

指
摘
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
定
機
能
病
院

や
療
養
型
病
床
群
の
問
題
な
ど
医
療
を
肌

で
感
じ
と
っ
て
い
る
患
者
の
声
が
ま
っ
た

く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
患
者
は

人
間
で
は
な
く
、
物
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

る
。
そ
こ
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
医
療
法

を
民
主
主
義
、
憲
法
、
人
権
、
生
命
の
問
題

と
し
て
と
ら
え
危
機
意
識
を
持
た
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。

　

臨
調
の
第
一
次
答
申
以
降
、
総
医
療
費

抑
制
の
路
線
が
一
方
的
に
す
す
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
が
医
療
法
、
福
祉
八
法
、

診
療
報
酬
、
健
康
保
険
の
問
題
等
、
医
療

が
危
機
状
態
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
医
療
・
福
祉
の
諸
問
題
は
、
民

主
主
義
の
危
機
の
問
題
と
直
接
に
結
び
つ

い
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
自
覚
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
点
に
立
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
知
恵

を
出
し
合
い
、
総
会
を
医
療
・
福
祉
の
諸
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
話
し
合
い
の
場
に

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

3371992- 7
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多くの国民に充分にその内容も目的も示されないまま、多く

の国民の声を反映させる機会もつくらないまま、医療法の大改

正（悪）が成立しようとし、それを支え、誘導する診療報酬の

改定も行われました。

　

先に福祉八法の大改正が行われ、明年四月から完全実施を迎

えようとしています。

　

小児慢性特定疾患を皮切りとして、私たちの生命を支えてい

る公費医療も大幅な見直しが迫られ、年金の大改正の行方も定

かではありません。

　

在宅福祉を望む私たちの要求の一部分は確かに実現に向かっ

て遅い歩みを始めようとしていますが、その根本において、国

や自治体の責任において行われるべき、医療と福祉が放棄され、

　

¨自己責任”ど受益者負担”がいっそう強められ、年齢や貧

富の差による医療と福祉の差別が行われようとしています。

　

戦後、多くの国民の努力によって築かれたわが国社会保障の

根幹が、今、まさに音をたてて崩れ落ちようとしているのです。

　

お金がないため、専門医がいないため、近くに病院がなかっ

たため、私たちが苦しみ、悩んだ歴史、介護者がいないために、

介護者の体力が尽き果てたために涙した不幸な事件の数々が、

今またくり返されようとしています。

　

私たちの患者運動が長く苦しい闘いの中でかちとってきた成

果は、私たちだけでなく、多くの国民の健康と生命、多少なり

とも安心できる豊かな生活を保障してきました。私たちはその

ことを膀りに思い、そしてその運動の中で、先に逝った仲間に

心から感謝の念を忘れることはできません。

　

しかし、今、社会保障が社会保障たるべき理念を捨てで相

互扶助”を前提とした全国的互助会になり下がろうとし、営利

を目的とした企業経営にかかわろうとしていることを、多くの

国民に知らせなければならない時を迎えています。

　

私たちは、今、多くの仲間に訴えなければなりません。

　

私たちの患者通動の歴史を今一度思い起こし、多くの仲間がも

っと固く手を結び、もっと理想を語ろうではないかと。本当に

私たちはどのような社会が実現することを願っているのかと。

　

医療保険が、福祉が、年金が、今ほどでなかった時代は、ど

んなにつらく、苦しい時代であったかを、ほんの少しでいい、

小さな理解と協力を、と国民によびかけましょう。

　

時代のまきもどしを許さない。

　

子供や孫にくやし涙の遺産を残せない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

19 9 2年６月７日

　　　　　　　　　　　

日本患者・家族団体協議会

　

第７回総会

　

「
来

　

賓
」

児
玉
健
次
（
日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員
）

遠
山

　

亨
（
全
医
労
中
央
執
行
委
員
長
）

田
戸

　

静
（
日
医
社
事
協
会
会
長
）

吉
本
哲
夫
（
障
全
協
会
長
）

　

【
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

●
広
島
県
難
病
連
●
愛
知
県
難
病
連
●
埼

玉
県
難
病
辿
●
東
京
難
病
連
●
全
日
本
民

主
医
療
機
関
連
合
会
●
寺
前
巌
衆
議
院
議

員
●
日
本
看
護
協
会
●
正
森
成
一
一
衆
議
院

議
員
●
峰
岡
県
難
病
連
春
橋
本
敦
参
議
院

議
員
●
全
国
腎
炎
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
児
を
守
る

会
●
全
圓
じ
ん
肺
患
者
同
盟
●
日
本
医
療

労
働
組
合
●
福
岡
県
難
病
運

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

33８

Λ
兵
庫
県
難
病
連
・
石
丸
雄
次
郎

　

患
者
連
動
研
究
所
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
考
え
方
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ
伊
藤
・
代
表
幹
事
Ｖ

　

研
究
所
は
研
究
者
の
方
々
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
運
動
を
深
め
発
展
さ
せ
、
患

者
団
体
活
動
の
軌
跡
を
次
世
代
に
槃
げ
、

人
材
養
成
も
で
き
る
機
関
で
す
。

Λ
宮
崎
県
難
病
連
・
首
藤
正
一
▽

　

協
力
会
員
の
拡
大
を
ど
う
考
え
て
い
ま

匹
｛
い

、
’
、
～
”
’ ‥

て
い
ま
す
」
の

方
が
よ
り
的
確

で
は
な
い
で
し

活
動
方
針
案

す
か
。

Ａ
小
林
・
事
務
局
長
Ｖ

　

協
力
会
員
減
少
は
、
訴
え
の
努
力
不
足

が
原
因
で
す
。
今
年
は
宣
伝
用
チ
ラ
シ
を

つ
く
り
拡
大
に
努
め
ま
す
。

Λ
兵
庫
県
難
病
連
・
石
丸
雄
次
郎
Ｖ

よ
う
か
。
医
療
・
福
祉
政
策
に
つ
い
て
も

具
体
的
に
批
判
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
小
児
慢
性
特
定
疾
患
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
ま
た
組
織
強
化
の
具
体

的
な
展
望
は
。
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｄ
Ａ
に
つ

い
て
も
教
え
て
欲
し
い
。

Ａ
伊
藤
・
代
表
幹
事
Ｖ

　

活
動
方
針
案
は
指
摘
の
通
り
、
よ
り
的

確
に
表
現
し
、
総
会
の
記
録
と
し
て
残
し

ま
す
。
小
児
慢
性
特
定
疾
患
の
特
定
疾
患

へ
の
切
り
換
え
問
題
は
難
し
い
。
組
織
強

化
で
は
東
京
に
全
国
患
者
会
館
を
各
県
に

か
。
Ａ
伊
藤
・
代
表
幹
事
Ｖ

　

各
省
交
渉
の
中
に
郵
政
省
を
加
え
て
い

き
た
い
。

　

低
料
三
種
郵

便
認
可
条
件
の
・

緩
和
に
む
け
て

郵
政
省
に
も
交

渉
を
す
る
計
画

は
あ
り
ま
す

掴2－ア

は
難
病
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
運
動
を
し

ま
す
。
Ａ
Ｄ
Ａ
は
資
料
を
提
供
し
、
学
習

会
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Λ
京
都
難
病
連
こ
局
谷

　

修
∇

ぷ柏外|Ｏ卜

＠
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医
療
法
「
改
正

」

案
が
成
年

’
－
’
に

　

：
’
ｊ
：
り
”
へ
．
ｆ
冲
’
ド
ー
’

　
　

１
４
１

　
　
　
　

い

　

”
ｔ
ｉ
‘
’

　

Ｆ
ｙ

付
帯
決
議
に
「
難
病
医
療
確
保
」

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
な
ど
患
者
団
体
を
は
じ
め
多
く

の
国
民
か
ら
強
い
批
判
が
だ
さ
れ
二
年
間

も
継
続
審
議
と
さ
れ
て
い
た
医
療
法
「
改

正
」
案
が
衆
院
で
修
正
後
採
択
さ
れ
た
の

に
つ
づ
い
て
、
六
月
十
九
日
、
参
院
で
も

衆
院
の
修
正
通
り
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　

成
立
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
な
ど
の

運
動
も
反
映
し
て
、
参
院
で
も
「
難
病
医

療
の
確
保
」
な
ど
別
項
の
よ
う
な
付
帯
決

議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
医
療
機
能
を

体
系
化
（
一
般
病
院
に
加
え
て
、
病
院
に
、

紹
介
制
に
よ
る
特
定
機
能
病
院
と
長
期
療

養
患
者
専
門
の
療
養
型
病
床
群
を
新
た
に

設
け
る
）
す
る
今
回
改
正
の
基
本
部
分
に

は
何
の
修
正
も
加
え
ら
れ
な
い
ま
ま
で
成

立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
成
立
を
受
け
て
厚
生
省
は
、
職
員

配
置
塾
準
、
施
設
基
準
な
ど
政
省
令
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
医
療
審

議
会
で
、
新
体
系
の
特
定
機
能
病
院
、
療

養
型
病
床
群
の
診
療
報
酬
体
系
に
つ
い
て

は
中
医
協
（
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
）

に
そ
れ
ぞ
れ
諮
問
し
、
そ
の
答
申
を
受
け

て
、
医
療
機
能
の
体
系
化
な
ど
に
つ
い
て

は
来
年
四
月
か
ら
実
施
し
た
い
意
向
で

す
。
医
療
審
議
会
は
、
国
会
成
立
後
の
六

月
二
十
六
日
、
早
速
、
審
議
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
①
良
質
な
医
療
の
効
率
的
な

提
供
な
ど
を
理
念
規
定
と
し
て
設
け
る
②

病
院
の
機
能
分
化
を
す
す
め
、
特
定
機
能

病
院
と
療
養
型
病
床
群
を
新
設
す
る
⑤
広

告
規
制
を
緩
和
す
る
な
ど
が
「
改
正
」
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
で
は
、
「
改
正
」
に
よ
っ
て
患

者
の
医
療
に
し
わ
よ
せ
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
今
後
も
関
係
方
面
に
働
き
か
け

を
つ
づ
け
て
い
く
予
定
で
す
。

　

医
療
法
の
一
部
を
改
正
す
る

　

法
律
案
に
対
す
る
付
帯
決
議

　
　
　
　
　

平
成
四
年
六
月
十
八
日

　
　
　
　
　

参
議
院
厚
生
委
員
会

　

政
府
は
、
速
や
か
に
次
の
事
項
に
つ
い

て
実
現
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
医
療
を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化
に
対

　

応
し
、
診
療
所
と
病
院
の
機
能
分
担
、

　

家
庭
医
機
能
の
充
実
等
医
療
施
設
の
機

　

能
の
体
系
化
を
ひ
き
続
き
推
進
し
医
療

　

水
準
の
引
上
げ
を
図
る
と
と
も
に
、
今

　

後
の
医
療
施
設
機
能
の
体
系
化
の
検
討

＠

　

に
当
た
っ
て
は
医
療
を
受
け
る
立
場
に

　

あ
る
者
の
幅
広
い
憲
見
が
反
映
で
き
る

　

よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

二
、
特
定
機
能
病
院
と
療
養
型
病
床
群
に

　

つ
い
て
は
、
歯
科
医
師
、
Ｏ
Ｔ
、
Ｐ
Ｔ

　

な
ど
そ
の
施
設
機
能
に
即
し
た
医
療
関

　

係
職
種
が
配
置
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る

　

と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
ふ
さ

　

わ
し
い
診
療
報
酬
を
設
定
す
る
よ
う
努

　

め
る
こ
と
。
な
お
、
特
定
機
能
病
院
の

　

診
療
科
名
に
歯
科
を
加
え
る
よ
う
努
め

　

る
こ
と
。

三
、
地
域
医
療
に
お
け
る
特
定
機
能
病
院

　

の
重
要
性
に
鑑
み
、
特
定
機
能
病
院
が

　

今
後
と
も
地
域
に
開
か
れ
た
も
の
と
な

　

る
よ
う
十
分
留
憲
す
る
と
と
も
に
、
紹

　

介
率
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
地
域
の
医

　

療
事
情
を
踏
ま
え
る
こ
と
。

四
、
院
内
表
示
の
義
務
づ
け
及
び
医
療
機

　

関
の
広
告
規
制
の
緩
和
を
行
う
に
当
た

　

っ
て
は
、
患
者
に
適
切
な
医
療
情
報
を

　

提
供
す
る
観
点
か
ら
適
町
な
基
準
を
設

　

定
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
医
療
機
関
に

　

関
す
る
広
報
と
い
う
見
地
を
踏
ま
え
、

　

医
療
が
営
利
に
流
れ
な
い
よ
う
留
意
す

　

る
こ
と
。

五
、
薬
剤
師
及
び
看
護
婦
が
医
療
の
担
い

　

手
と
し
て
医
療
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

　

こ
と
に
伴
い
、
そ
の
地
位
の
向
上
と
業

　

務
範
囲
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、

　

必
要
な
医
療
従
事
者
の
確
保
に
努
め
る

　

こ
と
。
ま
た
、
介
護
職
員
の
位
置
づ
け

　

の
明
確
化
と
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ー
ガ

　

ー
な
ど
の
資
格
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

　

検
討
を
す
す
め
る
こ
と
。

六
、
医
療
従
事
者
の
病
院
に
お
け
る
人
員

　

配
置
な
ど
に
関
す
る
検
討
に
当
た
っ
て

　

は
、
複
数
を
主
と
し
た
月
八
日
以
内
夜

　

勤
な
ど
真
に
看
護
婦
な
ど
が
働
き
や
す

　

い
職
場
づ
く
り
に
配
慮
す
る
こ
と
。

七
、
地
域
に
お
け
る
包
括
的
な
保
健
医
療

　

体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
地
域
医
療
計

　

画
を
充
実
し
、
こ
れ
に
も
と
づ
き
救
急

　

医
簾
、
へ
き
地
医
療
を
推
進
す
る
と
と

　

も
に
各
種
難
病
に
係
る
医
療
の
確
保
に

　

努
め
る
こ
と
。

八
、
国
民
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
管
理
を

　

図
る
た
め
、
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
保
健

　

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
き
鋭

　

意
検
討
す
る
こ
と
。

九
、
医
療
の
信
頼
性
の
向
上
を
図
り
、
患

　

者
の
立
場
を
尊
重
し
た
医
療
を
実
現
す

　

る
た
め
、
医
療
に
お
け
る
患
者
の
説
明

　

を
受
け
る
権
利
、
知
る
権
利
及
び
自
己

　

決
定
権
の
あ
り
方
を
含
め
検
討
す
る
こ

　

と
。
な
か
ん
ず
く
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ー

　

コ
ン
セ
ン
ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

　

付
則
第
二
条
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
そ
の

　

手
法
、
手
続
き
等
に
つ
い
て
問
題
の
所

　

在
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
多
面
的
な
検

　

討
を
加
え
る
こ
と
。

　
　

右
決
議
す
る
。
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厚
生
省
の
組
織
改
編

　
　
　

新
政
策
へ
の
体
制
づ
く
り

　

七
月
一
日
か
ら
、
厚
生
省
の
組
織
が
改

編
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
来
年
四
月
か

(1992年７月１日）厚生省新組織図

ら
の
福
祉
八
法
の
本
格
的
な
実
施
、
高
齢

化
社
会
に
そ
な
え
た
総
合
的
高
齢
化
対
策

の
推
進
、
国
立
医
療
の
再
編
成
と
事
業
の

合
理
化
、
年
金
制
度
の
一
元
化
な
ど
、
今

後
の
医
療
、
福
祉
政
策
の
大
幅
な
改
革
を

視
野
に
お
い
た
機
構
改
革
で
す
。

＠

　

新
旧
の
厚
生
省
機
構
は
別
図
の
よ
う
に

な
り
ま
す
が
、
①
社
会
局
と
援
護
局
を
再

編
成
し
、
「
社
会
・
援
護
局
」
と
す
る
②

大
臣
官
房
老
人
保
健
福
祉
部
を
老
人
保
健

福
祉
局
に
す
る
⑤
保
健
医
療
局
に
国
立
病

院
部
を
新
設
す
る
④
年
金
局
を
再
編
成
す

る
⑤
社
会
保
険
庁
巡
営
部
を
再
編
成
す
る

な
ど
で
す
。
こ
れ
に
と
も
な
う
人
事
も
、

七
月
一
日
付
、
十
日
付
で
そ
れ
ぞ
れ
発
令

さ
れ
、
新
体
制
の
も
と
で
「
二
Ｉ
世
紀
に

向
け
た
体
制
整
備
」
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

(改　　　正) (現　　　　行)

大　臣　官　房

　辻計情報部

　　老人保健福祉部　　企　　　川　　課

　　　　　　　名人福祉計画課
　　　　　〕ｻ

老人福祉振興課

　　　　　　　老　人　保　健　課

健康政策局

呆健医療局　　　　企　　画　　課

し審議官　　　　　　健康増進栄養課

　国立病院･療養所　　　疾　病　封　策　課　回

び保健医療担当

|　　

精　神　保　健　栗

　　　　　　　管　　　理　　課

　　　　　　　国　立　病　院　課

　　　　ブ

　　　　　　　整　　備　　　課

生活衛生局

し水道環境部

薬　務　　局

社　　会　　局　　　　庶　　務　　　課

　　　　　　　呆　　　護　　　渫

　　　　　　　更　　　生　　　課

　　　　　　　生　　　活　　　課

　　　　犬上

　　　　　　　監　査　指　導　課

児童家庭局

采　　険　　局

年　　金　　局　　　　企　　　團　　　課

　　　　　　　年　　　金　　　課

　　　　　　　企　業　年　金　課

　　　　二

資金運用課

　　　　　　　数　　理　　課

爰　　，濁　　局　　　　庶　　　務　　　課

　　　　　　　援　　　護　　　課

　　　　三

業務第一課

　　　　　　　業　務　第　二　課

社会保険庁一運営部　　企　剔　課

　　　　　　　　呆険管理課

　　　　　　　　呆険指導課

　　　　　　ﾉﾃﾞ

金理課

　　　　　　　　年金指導課
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小
児
難
病
公
費
負
担

制
度
見
直
し
で
報
告

　

児
童
家
庭
局
長
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ

る
「
こ
れ
か
ら
の
母
子
医
療
に
関
す
る
検

討
会
」
は
五
月
二
十
二
日
、
九
〇
年
十
月

以
来
の
検
討
結
果
に
も
と
づ
く
最
終
報
告

書
を
ま
と
め
、
そ
の
検
討
結
果
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

同
報
告
轡
は
、
妊
産
婦
死
亡
率
の
改
善
、

新
生
児
医
療
の
更
な
る
向
上
、
子
育
て
を

支
援
す
る
体
制
整
備
、
慢
性
疾
患
を
も
つ

子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応
な
ど
を
提
言
し
。

　

「
二
Ｉ
世
紀
に
お
い
て
も
揺
る
ぐ
こ
と
の

な
い
母
子
医
療
の
体
系
的
な
整
備
」
を
期

待
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
同
報
告
嗇
は
、
「
総
合
的
、

体
系
的
な
対
策
の
確
立
に
向
け
て
」
と
し

て
、
「
心
身
障
害
児
対
策
等
の
関
連
分
野

と
の
整
合
性
に
留
意
し
つ
つ
、
各
種
対
策

の
法
制
的
位
置
付
け
や
対
象
者
の
範
囲
、

医
療
費
の
適
正
な
費
用
負
担
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
も
十
分
な
論
議
を
行
う
必
要
が

あ
る
」
と
、
実
施
後
二
十
年
を
経
た
「
小

児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
」
の
見

直
し
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
厚
生
省
母
子
術
生
課
は

六
月
二
十
日
、
日
本
児
童
家
庭
文
化
協
会

・
親
の
会
連
絡
会
主
催
の
説
明
会
で
、
「
小

児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
見
直

し
だ
け
を
提
言
し
た
も
の
で
は
な
く
、
総

合
的
・
体
系
的
な
法
整
備
を
目
ざ
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
他
制
度
と
の
整

合
性
が
必
要
」
な
ど
と
説
明
し
て
い
ま
す

が
、
家
族
の
要
求
で
あ
る
母
子
医
療
、
新

生
児
医
療
、
子
育
て
支
援
体
制
な
ど
の
若

干
の
改
善
と
の
引
替
え
に
公
費
医
療
を
後

退
さ
せ
る
も
の
と
い
う
強
い
批
判
的
意
見

も
だ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
所

得
に
応
じ
た
医
療
費
の
一
部
自
己
負
担
は

受
容
範
囲
」
と
す
る
同
協
会
事
務
局
長
の

見
解
も
あ
り
、
今
後
の
厚
生
省
に
対
す
る

患
者
・
家
族
の
声
の
集
中
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
報
告
書
に
関
連
し
て
、
成

人
の
難
病
医
療
費
公
費
負
担
制
度
（
特
定

疾
患
治
療
研
究
事
業
）
に
つ
い
て
、
担
当

の
疾
病
対
策
課
は
「
制
度
の
趣
旨
が
ち
が

う
」
と
し
て
小
児
対
策
と
歩
調
を
合
わ
せ

る
予
定
は
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
公

戮
医
療
制
度
の
大
幅
見
直
し
の
突
破
口
と

な
る
可
能
性
も
あ
り
注
視
の
必
要
が
あ
り

ま
す
。国

立
医
療
の
経
営
改

善
求
め
報
告
書
提
出

　

厚
生
省
は
、
「
国
立
病
院
・
療
養
所
の

経
営
の
合
理
化
、
病
院
の
経
営
管
理
体
制

の
改
善
等
を
図
る
た
め
」
保
健
医
療
局
長

＠
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
「
国
立
病
院
・

療
養
所
経
営
改
善
懇
談
会
」
を
昨
年
五
月

発
足
さ
せ
ま
し
た
が
、
そ
の
報
告
書
「
国

立
病
院
・
療
養
所
の
経
営
改
善
に
つ
い
て
」

を
ま
と
め
、
六
月
二
十
六
日
に
保
健
医
療

局
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

同
報
告
書
は
、
第
一
「
は
じ
め
に
」
か

ら
第
七
「
む
す
び
」
ま
で
七
項
目
か
ら
成

り
、
国
立
病
院
特
別
会
計
の
財
政
状
況
が

近
年
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
国
立

病
院
事
業
の
運
営
の
仕
組
み
が
「
事
業
体

と
し
て
の
経
営
」
を
担
保
で
き
る
も
の
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
大
き
な
問
題
、
と

の
認
識
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
認
識
の
上
に
た
っ
て
、
国
立
病
院

事
業
の
経
営
管
理
体
制
の
見
直
し
を
提

言
、
当
面
、
厚
生
省
本
省
組
織
の
再
編
と

し
て
、
事
業
体
と
し
て
の
責
任
体
制
の
確

立
、
企
画
立
案
機
能
の
強
化
と
調
整
機
能

の
強
化
、
経
営
面
で
の
指
導
・
支
援
体
制

の
強
化
、
病
院
・
療
養
所
の
一
本
的
運
営

に
よ
る
政
策
医
療
の
効
率
的
、
効
果
的
促

進
、
労
務
管
理
体
制
の
確
立
、
養
成
施
設
の

指
導
体
制
の
強
化
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
繰
入
基
準
に
よ
る
経

費
負
担
区
分
の
明
確
化
を
図
る
と
し
て
、

一
般
医
療
は
診
療
報
酬
で
、
政
策
医
療
は

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
で
と
の
原
則
を
確

立
す
る
な
ど
を
あ
げ
、
経
営
管
理
指
標
の

設
定
・
活
用
に
よ
り
、
「
努
力
に
対
し
て

は
報
い
ら
れ
る
」
と
い
う
原
則
を
明
確
に

し
、
自
己
診
断
の
た
め
に
厚
生
省
が
経
営

管
理
指
標
を
設
定
す
る
、
人
件
費
の
適
正

化
に
取
り
組
む
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
経
営
改
善
の
た
め
の
実
践
的

な
取
組
み
と
し
て
、
事
業
計
画
方
式
の
導

入
、
施
設
連
携
の
推
進
、
業
務
委
託
の
推

進
、
経
営
改
善
の
工
夫
と
努
力
、
経
営
改

善
努
力
に
対
す
る
指
導
と
支
援
な
ど
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
「
経
営
改
善
」
方
策
の
提
言

は
、
「
国
立
医
療
」
と
い
う
国
が
責
任
を

も
つ
医
療
に
つ
い
て
、
民
間
企
業
並
の
努

力
と
責
任
体
制
を
求
め
、
か
つ
て
の
Ｊ
Ｒ
、

日
本
た
ぱ
こ
な
ど
公
共
企
業
体
と
同
様
に

ス
ク
ラ
ッ
プ
ー
ア
ン
ド
ー
ビ
ル
ド
の
方
向

で
、
地
域
医
療
な
ど
は
民
間
任
せ
と
し
、

政
策
医
療
と
い
わ
れ
る
高
度
医
療
を
中
心

と
し
た
医
療
提
供
体
制
に
変
え
て
い
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

同
報
告
書
は
「
む
す
び
」
で
。
「
も
し
、

こ
こ
数
年
の
間
に
経
営
改
善
の
実
効
が
挙

が
ら
な
い
場
合
に
は
、
新
た
な
視
点
か
ら

の
検
討
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
お
ど
し
と
も
思
え
る
言
葉
で
結
ん
で
い

ま
す
。

　

道
路
審
、
割
引
対
象
拡
大
へ

　

道
路
審
議
会
は
六
月
、
「
今
後
の
有
料

道
路
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
中
問
答
申

で
、
内
部
陣
害
者
、
介
護
者
運
転
の
場
合

も
対
象
と
す
べ
き
と
提
言
し
ま
し
た
。

3411992- 7片州H鮒丿卜
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＠

請願書を手渡す代表

り
強
い
運
動
を
今
後
も
展
開
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

最
終
集
計
結
果
ご
報
告

署
名
合
計

　
　

五
五
一
、
九
八
八
名

募
金
合
計

　

四
、
〇
二
八
、
三
二
一
円

長代表より感謝状贈呈

発
行
所

　

－

　

新
刊
図
書
の
お
知
ら
せ

　
　

『
知
ら
れ
ざ
る
肝
炎
』

　

急
増
す
る
肝
ガ
ン
と
集
団
予
防
接
種

　

定
価
＝
一
六
〇
〇
円

　

美
馬
聴
昭
・
安
井
重
裕
’
国
中
る
み
子

　

共
著

　

あ
け
び
書
房

　

お
求
め
は
書
店
ま
た
は
日
肝
協
へ

　

郵
送
料
と
も

　

一
六
〇
〇
円

　

■

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
協
力
会
員
の
拡

　
　
　

大
と
会
費
納
入
の
お
願
い

　

総
会
の
確
認
事
項
と
し
て
協
力
会
員
の

拡
大
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
現
在
力
う
Ｉ

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
製
作
中
で
す
。
ひ
と

り
で
も
多
く
の
会
員
拡
大
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
現
在
、
協
力
会
員
の
方
で
今
年

度
の
会
費
未
納
の
方
は
随
時
通
知
し
て
お

り
ま
す
の
で
納
入
お
願
い
し
ま
す
。
会
員

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
財
政
堪
盤
強
化

を
は
か
り
ま
す
。

　

新
任
の
事
務
局
員
に

は
、
荷
が
亜
す
ぎ
る
総
会

・
請
願
行
動
と
続
き
、
無

我
夢
中
の
日
が
続
き
ま
し

た
。
心
に
も
体
に
も
、
ロ

休
み
が
欲
し
い
。

　

”
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

粂
京
都
世
田
谷
区
砧
6
1
2
6
－
2
1

　
　

頒
価
三
百
円

丿言語|ﾘﾄ半y1992-ア342

　

昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
第
六
次
国

会
請
願
署
名
・
募
金
運
動
は
、
五
十
五
万

人
を
越
え
る
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
総

会
翌
日
の
六
月
八
日
、
二
十
団
体
八
十
人

の
代
表
が
参
加
し
て
第
百
二
十
三
回
国
会

に
請
願
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

請
願
に
先
立
ち
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

で
開
か
れ
た
集
会
で
は
、
伊
藤
た
て
お
代

表
幹
事
が
「
請
願
内
容
は
難
病
セ
ン
タ
ー

の
設
立
な
ど
切
実
な
願
い
を
訴
え
、
み
な

さ
ん
で
行
動
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。
ま
た
、
集
会
に
は
国
会
議
員
や
議

員
秘
沓
の
方
も
多
数
出
席
し
て
参
加
者
を

● - ． － 御 － . . - ●
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激
励
し
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
六
班
に
分
か
れ
衆
参
両
院
の

厚
生
委
員
を
中
心
に
、
百
十
二
人
の
議
員

に
要
請
行
動
を
行
い
、
両
院
へ
の
紹
介
を

依
頼
し
ま
し
た
。
「
体
に
気
を
つ
け
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
難
病
患
者
の
医
療
と

福
祉
の
た
め
に
ベ
ス
ト
を
つ
く
し
ま
す
」

と
激
励
し
て
く
れ
た
議
員
を
は
じ
め
、
今

年
は
一
件
の
受
け
取
り
拒
否
の
議
貝
も
な

く
署
名
簿
を
す
べ
て
手
渡
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
両
院
に
提
出
さ
れ
た
請
願
書

は
不
採
択
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

た
ち
の
願
い
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
ね
ば

感
謝
状
贈
呈
＝
佐
藤
昭
夫
氏
へ

　

長
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
さ
れ

た
佐
藤
昭
夫
氏
に
総
会
で
感
謝
状
が
長
代

表
幹
事
よ
り
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友

の
会
事
務
局
長
で
あ
っ
た
河
野
巌
氏
の
活

動
を
手
足
と
な
っ
て
支
え
て
き
ま
し
た
。

氏
の
長
年
の
活
動
は
患
者
運
動
に
関
わ
る

私
た
ち
を
大
い
に
励
ま
し
、
勇
気
づ
け
る

も
の
で
す
。
贈
呈
式
で
は
参
加
者
か
ら
惜

し
み
な
い
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
増
刊
通
巻
一
二
Ｉ
九
号
（
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
発
行
）

　

一
九
九
二
年
八
月
二
十
日
発
行
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